
第７表　調理場における対応等

（１）食物アレルギーへの対応

④自主判断
⑥特別な対
応はしてい
ない

学校数 287 4
割合（％） 52.7 0.7
調理場数 69 8

割合（％） 79.3 9.2
学校数 7 0

割合（％） 22.6 0
学校数 13 1

割合（％） 76.5 5.9
（注）

　１　調査対象は、完全給食を実施する公立小・中・特別支援学校・夜間定時制高校である。

　２　重複回答のため、合計が１００％にならない場合もある。

　３　親子給食の場合は、それぞれ１校として記入している。

　４　「自主判断」とは、献立食材表等から保護者等が食しないと判断した場合である。

　５　「その他」は、一部の食材のみ対応したり、詳細な食材情報を提供するなど①～④以外の対応である。

　６　「特別な対応はしていない」は、対応を要する児童生徒がいない状況である。

　７　デリバリー方式実施校を含む。（本票は千葉中学校は単独調理場に含める）

（２）残渣処理の対応

その他

学校数 2
割合（％） 0.4
調理場数 17

割合（％） 19.5
学校数 0

割合（％） 0
学校数 11

割合（％） 64.7

　１　調査対象は、完全給食を実施する公立小・中・特別支援学校・夜間定時制高校である。

　２　重複回答のため、合計が１００％にならない場合もある。

　３　親子給食の場合は、それぞれ１校として記入している。

　４　デリバリー方式実施校を含む。（本票は千葉中学校は単独調理場に含める）

（注）
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